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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

特　集
Ｉ
Ｔ
と
人
の
つ
な
が
り
で
、

　
　
　地
域
を
元
気
に



特
　集

　松
本
議
員
・
下
垣
内
議
員
が
聞
く

Ｉ
Ｔ
と
人
の
つ
な
が
り
で
、

　
　
　地
域
を
元
気
に

忠
海
集
学
校
は
「
集
ま
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
地
域
の
み
な
さ
ま
の
拠
り
所
で
す
。

忠海集学校

瀧
たきざわ

澤　優
ゆい

 さん

忠海集学校

脇
わきもと

本　まり さん

忠海集学校

信
のぶしげ

重　初
はつね

音 さん

Q 

お
か
え
り
集
学
校 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　
リ
ン
グ
ロ
ー
株
式
会
社
が
事
業
主
体
と
な
り

全
国
各
地
の
廃
校
を
活
用
す
る
事
業
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
て
再
生
し
、
雇
用
創
出
も
含
め
た
様

々
な
角
度
か
ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
全
国
で
６
校
あ
り
、
忠
海
集
学
校

は
５
校
目
に
な
り
ま
す
。
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Q 

竹
原
市
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
海
が
近
い
な
ど
自
然
環
境
が
良
く
、
暮
ら
し

や
す
い
地
域
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ま
た
自
治

体
や
地
域
の
方
々
が
集
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、
一
緒
に
事
業
を
進

め
て
い
く
と
い
う
熱
意
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

Q 

現
在
の
活
動
は
？

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
３
人
が

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
教

え
て
い
ま
す
。
１
か
月
に
１
２
０
人
く
ら
い
の

相
談
が
あ
り
、
「
な
じ
み
の
場
所
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
販
売
も
行
っ
て
お

り
、
使
わ
れ
る
方
が
必
要
と
す
る
機
能
に
応
じ

た
パ
ソ
コ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
目
標
は
？

　
廃
校
と
言
え
ば
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

逆
に
利
点
を
見
つ
け
て
商
機
に
つ
な
げ
、
Ｉ
Ｔ

交
流
拠
点
と
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

竹
原
市
に
対
す
る
要
望
は
？

　
集
学
校
か
ら
何
か
を
す
る
と
な
っ
た
時
に
、

支
援
や
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

支
援
や
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
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●令和3年第4回定例会　議案概要・採決結果 令和3年11月24日～令和3年12月3日　○は賛成　×は反対　

１０月２７日　民生都市建設委員会
１０月２８日　総務文教委員会
１１月　１日　議員研修会
１１月　５日　議会運営委員会
１１月１８日　議会運営委員会
１１月２４日　本会議
１１月２６日　総務文教委員会
１１月２９日　民生都市建設委員会
１１月３０日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議

１２月　１日　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　民生都市建設委員会
１２月　３日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　会派代表者会議
　１月１３日　会派代表者会議
　１月２１日　議会運営委員会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は3回開催しました。（11/24、1/13、1/19）

議案
番号

議案名等 議案等の概要
付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議
決
結
果

議案
第 57 号

竹原市生活改善センター
設置及び管理条例を廃
止する条例案

仁賀生活改善センター及び田万里生活改善センター
を廃止するもの

総

　務
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ × × ×

原
案
可
決

議案
第 58 号

竹原市国民健康保険条
例の一部を改正する条
例案

健康保険法施行令の一部が改正されたことに伴い、
出産育児一時金の額を改正するもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決

議案
第 59 号

竹原市コミユニテイ集会
所設置及び管理条例の
一部を改正する条例案

竹原市コミュニティ集会所のうち、地域交流センタ
ーと併設等している施設について廃止するもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ×

原
案
可
決

議案
第 60 号

竹原市漁港管理条例の
一部を改正する条例案

広島県が策定した「放置艇解消のための基本方針」
を踏まえ、漁港においてプレジャーボートの係留を
許可する制度を創設するもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決

議案
第 61 号

竹原市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基
準を定める条例の一部
を改正する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準
の一部が改正され、書面により行うこととされてい
る記録等を電磁的方法により行うことも可能とさ
れたことに伴い、必要な規定を整備するもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決

議案
第 62 号

竹原市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例案

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の
一部が改正され、書面により行うこととされている
記録等を電磁的方法により行うことも可能とされ
たことに伴い、必要な規定を整備するもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決

議案
第 63 号

竹原市地域交流センター
条例の一部を改正する
条例案

廃止した施設を地域交流センターとして使用する
ことから、使用料を定めるもの

民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ×

原
案
可
決

議案
第 64 号

令和 3 年度竹原市一般会
計補正予算（第 9 号）

歳入歳出それぞれ 323,058 千円を増額補正するもの
総

　務
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ × ×

退
席

原
案
可
決

議案
第 65 号

令和 3 年度竹原市一般会
計補正予算（第 10 号）

歳入歳出それぞれ 110,066 千円を増額補正するもの
総

　務
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ 〇 × ○

原
案
可
決

議案
第 66 号

令和 3 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予
算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 2,590 千円を減額補正するもの
民

　生
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決

議案
第 67 号

令和 3 年度竹原市下水道
事業会計補正予算（第 2 号）

収益的収入 1,664 千円、収益的支出 1,669 千円、資本
的収入120千円及び資本的支出1,531千円を減額補
正するもの

総

　務
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

　長
○ ○ ○ ○ ○

原
案
可
決
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… 主 な 議 案 …

議案第57号  竹原市生活改善センター設置及び管理条例を廃止する条例案

●内　容／�利用者のニーズの変化を踏まえ、仁賀生活改善センター及び田万里生活改善センター
を廃止する。

・質　疑／ 生活改善センター廃止と公共施設等総合管理計画との関連は？
・答　弁／�施設の有効活用が大切であると考えており、計画を進めてまいります。

議案第64号  令和３年度竹原市一般会計補正予算（第９号）

■庁舎移転事業に要する経費（測量設計委託料）���������������150,000千円
・質　疑／ 商工会議所との交渉状況は？
・答　弁／�商工会議所は移転に関する委員会を設置して移転の検討をされており、今後も常に情

報を共有しながら取り組んでまいります。�
また、有利な起債である緊急防災・減災事業債により予算的裏付けをするということ
で、今回測量設計委託料を補正予算として計上しました。

　この議案は、市内にある２つの生活改善
センターを廃止するものでありますが、仁
賀生活改善センターは、併設されている仁
賀地域交流センタ―の一部として利用する
こととされております。また、田万里生活
改善センターは、地域の団体等に貸し付け
て利用することとされています。
　その結果として、条例上規定することが
不要となったため廃止するもので、地域の
ニーズに合わせて各施設をより効率的に利
用できる形態となり、今後も利用促進が図
られると考えられます。� 井上　美津子

反 対 討 論

　仁賀・田万里の竹原市生活改善センター
を廃止する条例案に反対します。生活改善
センターの設置目的は、条例第１条に定め
る様に地域住民の「社会生活及び生産機能
の向上」に役立てるためです。この役割や
住民のニーズが終了したものではありませ
ん。両施設の廃止に伴うコスト削減は約33
万円との説明ですが、生活改善センターの
廃止は、行政が果たすべき重要な仕事であ
る地域の賑わいの創出や人口減少の防止に
逆行するものです。

松本　　進

賛 成 討 論

新
人
議
員
決
ま
る

　
昨
年
12
月
19
日
執
行
の
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
に
て
新
人
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。

金
かねもり

森　保
やすなお

尚　議員

※
訂　
正

　
（
誤
）
堀
越　
賢
治

　
（
正
）
堀
越　
賢
二

　
前
回
の
第
１
０
６
号
に
お
い
て
、

９
ペ
ー
ジ
下
段
一
般
質
問
で
氏
名

が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
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質
問  

第
２
次
竹
原
市
環
境
基

本
計
画
は
水
質
・
廃
棄
物
等
を

対
象
に
「
事
業
所
か
ら
の
環
境

負
荷
の
低
減
や
各
環
境
の
監
視

・
指
導
の
継
続
」
を
定
め
て
い

ま
す
が
、
本
郷
産
廃
場
建
設
と

竹
原
市
の
水
道
・
井
戸
水
等
水

源
の
汚
染
防
止
策
は
あ
り
ま
す

か
。

　
ま
た
、
水
循
環
基
本
法
の
第

５
条
地
方
公
共
団
体
及
び
同
第

６
条
事
業
者
の
責
務
の
認
識
は
。

答
弁 

市
長 

広
島
県
の
産
廃
法

に
基
づ
く
監
視
と
指
導
に
よ
り
、

法
で
定
め
た
水
質
基
準
は
守
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。
水
循
環
基

本
法
が
示
す
方
針
等
に
基
づ
き
、

個
別
法
の
産
廃
処
理
法
の
順
守

で
基
本
理
念
が
達
成
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

質
問  

三
重
県
津
市
の
水
道
水

源
保
護
条
例
の
経
緯
は
、
１
９

８
２
年
、
長
野
川
の
清
流
・
取

水
口
上
流
約
３
㎞
に
産
廃
場
が

計
画
さ
れ
、
旧
津
市
は
反
対
を

表
明
。
事
業
者
の
翻
意
を
促
す

打
開
策
は
困
難
と
な
り
、
水
道

法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
水
道

水
源
保
護
条
例
を
制
定
。
事
業

者
に
条
例
の
勧
告
や
建
設
仮
差

止
め
裁
判
・
和
解
案
で
産
廃
場

土
地
を
市
が
買
収
し
て
市
民
の

清
浄
な
飲
み
水
を
守
っ
て
い
ま

す
が
、
市
長
の
責
任
で
市
水
道

水
源
保
護
条
例
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

市
長 

水
源
保
護
条
例
は
、

そ
の
内
容
や
範
囲
が
多
岐
に
わ

た
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

す
。

質
問  

㈱
Ｊ
Ｂ
Ｇ
エ
ナ
ジ
ー
が

竹
原
市
下
野
町
（
旧
竹
原
工
業

跡
地
）
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
貯
蔵
基
地

・
発
電
事
業
を
計
画
し
、
地
元

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
な
い

ま
ま
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
強
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
先
予
定
海
域
の
東
側

に
ハ
チ
の
干
潟
が
あ
り
、
環
境

省
が
生
物
多
様
性
上
、
重
要
な

地
域
に
認
定
。
日
本
貝
類
学
会

の
研
究
者
は
絶
滅
危
惧
種
が
生

息
し
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保

全
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
が
、

住
民
説
明
会
は
ど
の
よ
う
に
開

催
さ
れ
、
不
安
や
要
望
の
把
握

と
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

自
然
環
境
等
の
影

響
調
査
・
評
価
は
、
事
業
の
内

容
・
規
模
か
ら
環
境
影
響
評
価

法
と
県
条
例
に
お
い
て
、
環
境

ア
セ
ス
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
住
民
説
明
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
開

催
が
困
難
に
な
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
や
事
業
計
画
概
要

の
配
布
と
書
面
で
の
質
問
・
回

答
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ● 水道水源保護条例の早期制定は市長の重要な責務です

● ㈱JBGエナジーの事業活動に伴う、竹原市の行政 
責務（地元関係者の合意形成と自然環境保護）について

動 画

質
問  

引
き
こ
も
り
の
方
の
実

態
調
査
の
結
果
は
。

 

質
問  

結
果
を
踏
ま
え
た
今
後

の
対
応
は
。

答
弁 

市
長 

こ
う
し
た
ひ
き
こ

も
り
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
相
談
支
援

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
と
っ
て
気
軽
に
相
談
が
で
き
、

必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
相
談
窓
口
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
併
せ
て
相
談
窓
口
相

互
の
連
携
強
化
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
様
々
な
団
体
等
と
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
支
援
体
制
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

不
登
校
児
童
生
徒
が
増

加
し
て
い
る
が
、
対
応
は
。

答
弁 

教
育
長 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、

２
名
の
教
職
員
の
加
配
措
置
な

ど
の
ほ
か
、
相
談
員
が
常
駐
し

て
い
る
適
応
指
導
教
室
を
設
置

し
、
不
登
校
及
び
そ
の
傾
向
に

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校

適
応
及
び
自
立
を
目
指
し
た
指

導
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、
学

校
で
の
集
団
生
活
に
困
難
を
抱

え
て
い
る
児
童
生
徒
が
通
い
学

べ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
関
係
教
員
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
課
題
の

あ
る
家
庭
を
訪
問
し
、
把
握
し

た
個
々
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ

て
、
不
登
校
児
童
生
徒
や
そ
の

保
護
者
等
に
対
し
、
多
面
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、

不
登
校
の
状
況
が
解
消
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
学

校
の
役
割
に
基
づ
く
取
組
を
進

め
る
と
と
も
に
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
、
福
祉
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

図
る
な
ど
適
切
な
支
援
に
取
り

組
み
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●ひきこもり支援について
● 教育委員会事務点検・評価報告書 

について 動 画

●ひきこもりの方の実態調査
調査方法 民生委員児童委員 79 人による

調査結果

家族から相談を受けた 2 世帯

そ の 他 41 世帯

合 計 43 世帯

※ 日々の高齢者を中心とした地域福祉活動を行う中において把握さ
れた結果であり、若年層も含めた実態を正確に表している数値では
ありません。
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質
問  

市
長
は
市
長
選
挙
時
発

行
の
会
報
で
、
住
み
や
す
さ
へ

の
挑
戦
、
市
職
員
と
し
て
31
年
、

内
幹
部
と
し
て
10
年
、
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
の
立
場
で
国
・
県
・

近
隣
市
町
と
の
パ
イ
プ
を
強
め
、

市
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
元

気
な
竹
原
市
の
推
進
を
訴
え
ら

れ
た
。
市
長
は
市
発
展
の
た
め

取
組
ん
で
来
た
と
の
認
識
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
感

さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
は
少
数

と
思
う
。
市
長
の
ご
見
解
は
。

答
弁 

市
長 

市
長
就
任
後
、
平

成
31
年
か
ら
第
６
次
竹
原
市
総

合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
豪
雨
災
害
の
災

害
復
旧
、
令
和
２
年
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
は
、

多
大
な
経
費
を
要
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

の
基
盤
と
な
る
財
政
の
健
全
化

と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て

は
、
将
来
を
見
据
え
た
上
で
、

庁
舎
移
転
計
画
の
実
施
見
送
り

や
職
員
等
の
給
与
カ
ッ
ト
、
事

務
事
業
の
見
直
し
と
い
っ
た
厳

し
い
判
断
を
し
、
市
民
の
皆
様

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
着

実
に
実
行
し
た
結
果
、
財
政
状

況
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め

て
お
り
、
将
来
の
行
財
政
運
営

に
、
一
定
の
目
途
が
つ
け
ら
れ

た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

市
長
は
「
か
ん
ぽ
の
宿
」

被
災
４
か
月
後
に
本
社
を
訪
問

さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
「
か

ん
ぽ
の
宿
」
は
、
市
に
は
観
光

経
済
面
に
お
い
て
も
か
け
が
え

の
な
い
施
設
で
す
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

答
弁 

市
長 

被
災
後
、
株
式
会

社
日
本
郵
政
本
社
へ
訪
問
す
る

な
ど
、
機
会
を
捉
え
て
、
早
期

の
事
業
再
開
等
の
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

運
営
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問  

市
庁
舎
移
転
案
は
、
前

市
長
と
商
工
会
議
所
会
頭
の
間

で
大
筋
合
意
さ
れ
た
。
市
長
も

庁
舎
移
転
は
公
約
と
し
て
発
表

さ
れ
て
い
る
。
合
意
案
凍
結
の

理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
財

政
健
全
化
の
取
組
を
優
先
す
る

た
め
に
事
業
着
手
を
見
送
っ
た

も
の
で
す
。
非
常
に
有
利
な
財

源
と
な
る
地
方
債
「
緊
急
防
災

・
減
災
事
業
債
」
の
活
用
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
広
島
県
や
商
工
会
議

所
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
早
期
に
庁
舎
移
転
を
完
了

で
き
る
よ
う
に
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則 ●市長公約の取組について
動 画

質
問  

財
政
状
況
の
厳
し
い
竹

原
市
と
し
て
、
特
に
下
水
道
事

業
会
計
補
助
金
の
減
額
等
に
向

け
た
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

補
助
金
の
減
額
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
接

続
率
向
上
に
よ
り
、
使
用
料
収

入
の
歳
入
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減
や

内
部
事
務
の
更
な
る
効
率
化
に

よ
る
歳
出
の
削
減
を
図
り
な
が

ら
、
一
般
会
計
補
助
金
の
減
額

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
の
下
水
道
使
用

料
は
、
１
期
（
２
カ
月
分
）
40

㎥
を
排
出
の
場
合
５
，
４
５
６

円
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
公
共
下
水
道
整
備
地
区
以

外
で
２
か
月
40
㎥
を
排
出
さ
れ

た
と
き
の
１
年
間
に
か
か
る
費

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

下
水
道
の
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
基
本
料
金
及
び

超
過
料
金
の
合
計
額
に
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
加

算
し
た
額
で
算
出
し
て
お
り
、

２
か
月
分
で
40
㎥
を
排
出
し
た

場
合
、
５
，
４
５
６
円
と
な
り
、

年
間
の
使
用
料
は
、
３
万
２
，

７
３
６
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
に
よ
る
維
持
管
理
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
浄
化
槽
の
設
置
状

況
や
各
事
業
者
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
末
の

平
均
の
維
持
管
理
費
は
、
５
人

槽
で
年
間
約
３
万
５
，
０
０
０

円
、
法
定
検
査
が
年
１
回
５
，

０
０
０
円
、
合
計
で
年
間
約
４

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

県
内
モ
デ
ル
地
域
に
選

定
さ
れ
た
田
万
里
町
で
行
わ
れ

て
い
る
防
災
と
福
祉
の
連
携
に

よ
る
個
別
支
援
計
画
作
成
促
進

事
業
に
お
け
る
、
福
祉
専
門
職

に
よ
る
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

今
年
８
月
に
広
島

県
主
催
に
よ
る
福
祉
専
門
職
を

対
象
と
し
た
防
災
対
応
力
向
上

研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

事
業
内
容
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
要
支

援
者
宅
を
市
職
員
と
訪
問
し
、

対
象
者
の
身
体
状
況
や
生
活
環

境
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
福
祉
専
門
職
や
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
の
関
係
者
に
よ

る
情
報
共
有
を
図
り
、
避
難
行

動
時
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
な
の
か
等
を
協
議
し
、
計

画
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
に
基
づ
く
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
計
画
の
検
証

や
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
● 竹原市公共下水道事業と 

汚水適正処理構想について
●災害時の避難行動について

動 画
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お 知 ら せ

検索
竹原市議会

　
私
は
毎
日
市
内
を
散
策
し
て
い

ま
す
。
先
日
久
し
ぶ
り
に
皆
実
町

か
ら
山
側
の
市
道
を
歩
い
て
み
ま

し
た
が
、
明
神
へ
向
か
う
途
中
、

休
耕
田
に
雑
草
が
茂
り
、
樹
木
も

成
長
し
て
い
る
様
子
が
目
に
入
り

ま
し
た
。

　
特
産
の
ブ
ド
ウ
の
成
木
は
数
年

放
置
す
る
と
枯
れ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
な

が
ら
、
な
に
か
政
治
的
に
取
組
む

方
策
は
な
い
も
の
か
、
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
休
耕
田
拡
大

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
早
期
の
総
合

対
策
を
強
く
求
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

宇
野　
武
則

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　川
本

　
　円

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

特
集
後
記

　
廃
校
後
の
旧
忠
海
東
小
学
校
が

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
取
材
し
ま
し
た
。

　
東
京
に
本
社
を
置
く
リ
ン
グ
ロ

ー
㈱
が
市
の
公
募
で
決
ま
り
、
ス

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン

等
の
相
談
・
販
売
の
事
業
活
動
を

２
０
２
１
年
５
月
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
11
月
末
で
累
計

６
３
０
人
余
り
、
「
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
の
お
困
り
ご
と
は
お
気
軽

に
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
竹
原

市
の
雇
用
は
１
人
。
全
国
で
６
カ

所
の
廃
校
を
活
用
し
、
西
日
本
に

お
い
て
竹
原
市
が
２
つ
め
の
拠
点

で
す
。

　
今
後
、
事
業
を
拡
大
し
た
い
と

の
抱
負
も
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

松
本　
進

特　集
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ヨ
リ
ド
コ
ロ
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